
現代建築の指標について 
―多木浩二の現象学的言説から見るポストモダニズム期― 

東京理科大学　坂牛研究室　4109089 

中東壮史 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

複雑性と対立性	

５．まとめ	２．研究対象	

フレドリック・ジェイムソン： 
ポストモダン期の建築における
イズムの整理 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現代との接続可能性を探る	

５．まとめ	２．研究対象	

ポストモダニズム期の言説を再考 

多様なポストモダニズム期の建築思想にひとつの視座を与えるこ
とで、当時の思想を再考する。その中で、「表層的」だと言われ
るポストモダニズム期の示唆と、現代の思想との繋がりを見つけ
る。 

現代の建築思想との繋がりを探る 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学の世界的な位置付け	

５．まとめ	２．研究対象	

Architecture’s Historical Turn 

建築現象学という分野の確立は世界的に認められてい
る。しかしながら、日本においては建築批評の切り口
としてあまり注目されていない。 
。建築現象学の成立当初の対象は基本的に場所であっ
たが、現在の研究では幅広い対象を扱っている。 

建築現象学の世界的な位置づけ 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

多木浩二の言説分析	

５．まとめ	２．研究対象	

多木の批評対象は建築に限らず、芸術全般
や哲学、文化人類学などにも及んでいる 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

多木浩二の言説分析	

５．まとめ	２．研究対象	

多木浩二の現象学的言説分析 

『生きられた家：経験と象徴』 

『建築・夢の軌跡』 

・現象学的観点から建築観を述べている 
・出版当時、大きな波紋をよぶ 
 

・多木のほぼ唯一の建築論集 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

『生きられた家』から現象学的態度を析出	

５．まとめ	２．研究対象	

・家（＝空間）に時間と、それに伴う人間の行為（＝経験）が蓄積されることで生じる質や、
その変化に関する評価 

・住むことと建てることの一致が欠けた時代において、人間が本質を実現する場所をつくる意志 
・この場所や領域は、自然的な地形と無関係ではないが、それ以上に身体、家、集落、宇宙を
つらぬく認識を示すシステム（コスモロジー）であり、集団が自らの宇宙を構成する場 

１．経験の次元 

２．コスモロジー 

・視覚的・触覚的な感覚的刺戟はその場への住みつき方をひきだす 
・家との接触のはじまりはつねに感覚的な世界であり、感覚的なものをあらた
めて意識することは、家と私たちのあいだで、認識よりもさかのぼった、まだ
認識が形成されない初期の経験の地帯をはっきりと見きわめる 

３．触覚的知覚 

『生きられた家：経験と象徴』分析 
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『生きられた家：経験と象徴』分析 
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・家との接触のはじまりはつねに感覚的な世界であり、感覚的なものをあらためて意識す
ることは、家と私たちのあいだで、認識よりもさかのぼった、まだ認識が形成されない初
期の経験の地帯をはっきりと見きわめる 
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『生きられた家：経験と象徴』分析 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

『夢の軌跡』の読解	

５．まとめ	２．研究対象	

・人間が住むことが建築の根本的なものだと考える 
・住むという身体の行為を建築（住宅）の中心に据えることへの評価 

・建築家に可能なことは、人の住まう場を発生させる座標を提出すること 
・住むことと建てることが一致しない時代において、人間の生存の条件を改めて見ようとする眼
差しを、生きるための家を成立させる条件として評価 

１．〈経験の次元〉 

２．〈コスモロジー〉 

・建築が持つ感情的な作用と、それに遭遇した時の感情 
・建築の内部に「感覚的な世界」を構築した建築家の想像力を称揚 

３．〈触覚的知覚〉 

『建築・夢の軌跡』読解による言葉の再定義 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学的言説を建築批評へ：１	

５．まとめ	２．研究対象	

〈経験の次元〉 

・住むという身体の行為を建築の中心に据えること 
・住むことが、架構としての家を経験の次元に吸収すること 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学的言説を建築批評へ：１	

５．まとめ	２．研究対象	

〈経験の次元〉 

・住むという身体の行為を建築の中心に据えること 
・住むことが、架構としての家を経験の次元に吸収すること 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学的言説を建築批評へ：２	

５．まとめ	２．研究対象	

〈コスモロジー〉 

・建築家に可能なことは、人の住まう場を発生させる座標を提出すること 
・住むことと建てることが一致しない時代において、人間の生存の条件を
改めて見ようとする眼差し 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学的言説を建築批評へ：３	

５．まとめ	２．研究対象	

〈触覚的知覚〉 

・「触覚」とは何よりも経験であり、かつ再現できないもの 
・建築が持つ感情的な作用と、それに遭遇した時の感情の発露 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

現象学的言説を建築批評へ：３	

５．まとめ	２．研究対象	

〈触覚的知覚〉 
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・建築が持つ感覚的な作用と、それに遭遇した時の感情の発露 



１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

析出内容と現代への射程	

５．まとめ	２．研究対象	

〈経験の次元〉≒人間の経験による空間の質やその変化 
 
　→アクティビティやアフォーダンスなどの身体的な動きと近接 
 
 
〈コスモロジー〉≒秩序 
 
　→単なるオーダーのようなものではない、人間の実存に基づいた指標 
 
 
〈触覚的知覚〉≒身体性 
　 
　→近代的人間観を超えた生理的で直接的な反応を重視する近年の傾向に合致 
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１．背景と目的	 ３．研究内容	 ４．結論	

まとめ	

５．まとめ	２．研究対象	

多木の建築批評は、建築の自律性／他律性の問題に還元できる 
 
　→「建築の建築性」＝建築の自律性、「生きられた」＝建築の他律性 
 
 
 
多木の視座はポストモダニズム期の建築の評価でありながら、現
代の建築を考察する上で重大な意義をもっている 


